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学部紀要刊行規程

○刊行基準

1.京 都女子大学現代社会学部紀要の編集発行責任者は現代社会学部長である。

2.現 代社会学部紀要のタイ トルを、「現代社会研究」(以 下、「紀要」 と称する)と す

　　る。

3.紀 要は原則 として年2回 刊行する。2001年 度発行日は、以下のとお り。

　　11月30日 刊行(第2号)

　　 2月28日 刊行(第3号)

4.原 稿募集締切は、2001年 度は以下のとお り。

　　 7月31日 締切(第2号)

　　11月30日 締切(第3号)

5.2002年 度原稿募集締切は、以下のとおり。

　　 4月30日 締切(第4号)

　　 9月30日 締切(第5号)

○投稿者の資格

　京都女子大学現代社会学部紀要 「現代社会研究」に投稿出来る者の資格を、次の通 り

　とする。

1.京 都女子大学の専任 ・非常勤教職員

2.紀 要委員会が適当と認める者
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